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功稚i
環究
濠ヨ
者ヽと

市し

遺
跡

大
阪

。

所
在
地
　
　
　
一　

Ｓ
Ｋ
Ｔ
七
四
二
地
点
　
大
阪
府
堺
市
九
間
町
東
三
丁

一
一　
Ｓ
Ｋ
Ｔ
七
五
五
地
点
　
大
阪
府
堺
市
錦
之
町
東
二
丁

調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
九
八
年

（平
１０
）
九
月
１

一
一
月

一
一　
一
九
九
八
年

一
一
月
―

一
九
九
九
年

一
月

発
掘
機
関
　
　
堺
市
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
一　

水ヽ
井
正
浩
、
二
　
嶋
谷
和
彦

遺
跡
の
種
類
　
中

。
近
世
都
市
跡

遺
跡
の
年
代
　
室
町
時
代
―
江
戸
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

堺
環
濠
都
市
遺
跡
は
、
中
世

の
自
治
都
市

。
自
由
都
市
と
し

て
者
名
な
都
市
遺
跡
で
あ
り
、

発
掘
調
査
に
よ
る
考
古
資
料
も

二
〇
年
以
上
の
蓄
積
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、
応
永

六
年

（
〓
一死

九
）
か
ら
慶
長

二
〇
年

（
三
全

五
）
に
至
る

数
度
の
大
火
に
伴
う
焼
土
層
の

検
出
、
都
市
外
郭
を
囲
う
環
濠

（外
堀
）
と
都
市
内
部
を
走
る
内
堀
の
検
出
、

道
路

。
溝

・
建
物
な
ど
の
遺
構
主
軸
か
ら
判
明
し
た
近
世
以
降
と
は
異
な
る
中

世
都
市
プ
ラ
ン

（街
区
・
町
割
）
の
存
在
、
中
国

・
朝
鮮
半
島
を
は
じ
め
タ

イ

。
ベ
ト
ナ
ム

・
ミ
ャ
ン
マ
ー
産
輸
入
陶
磁
器
の
出
土
、
模
鋳
銭

。
無
文
銭
の

生
産
を
実
証
す
る
銭
鋳
型
の
出
土
な
ど
、
数
多
く
の
貴
重
な
成
果
を
得
て
い
る
。

今
回
木
簡
が
出
土
し
た
両
地
点
は
、
ど
ち
ら
も
本
遺
跡
の
中
で
は
東
端
北
方

に
位
置
し
、
慶
長
二
〇
年
の
大
坂
夏
の
陣
に
伴
う
焼
土
層
が
存
在
せ
ず
、
江
戸

期
に
な
っ
て
開
発

（町
場
化
）
さ
れ
た
新
興
地
に
該
当
す
る
。

一　
Ｓ
Ｋ
Ｔ
七
四
二
地
点

本
調
査
は
、
土
居
川
公
園
整
備
事
業
に
先
立
つ
調
査
と
し
て
、
遺
跡
の
東
端

に
位
置
す
る
九
間
町
東
三
丁
で
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
近
世
堺
の
東
端
を
区

画
す
る
土
居
川
、
こ
れ
を
部
分
的
に
埋
め
立
て
た
後
形
成
さ
れ
た
町
屋
や
、

瓦

。
陶
器
生
産
に
伴
う

一
七
世
紀
か
ら

一
九
世
紀
の
遺
構
を
検
出
し
た
。

木
簡
は
、
土
居
川
を
埋
め
立
て
て
町
屋
を
形
成
す
る
際
に
掘
り
込
ま
れ
た
溝

Ｓ
Ｄ
六
二
か
ら
出
土
し
た
。
本
溝
は
東
西
方
向
に
掘
り
込
ま
れ
、
途
中
で
北
東

方
向

へ
と
向
き
を
変
え
る
。
大
半
が
調
査
区
外
に
な
る
た
め
規
模
に
つ
い
て
は

不
明
な
点
が
多
い
が
、
幅
は
推
定
で
約
六
ｍ
、
深
さ
は
約

一
。
四
ｍ
と
な
る
。

遺
物
は
木
製
品
の
他
に
陶
磁
器
と
在
地
土
器
が
多
量
に
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
の

大
半
は

一
七
世
紀
第
Ⅱ

・
第
Ⅲ
四
半
期
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
溝
は
元

禄
二
年

（
三
ハ
八
九
）
に
描
か
れ
た

『堺
大
絵
図
』
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
下
限
年
代
を
押
さ
え
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
と
言
え
よ
う
。

(大阪西南部)



2000年出土の木簡

一
一　
Ｓ
Ｋ
Ｔ
七
五
五
地
点

本
調
査
は
、
下
水
道
立
坑
築
造
工
事
に
先
立
つ
調
査
と
し
て
、
遺
跡
の
東
端

に
位
置
す
る
錦
之
町
東
二
丁
で
実
施
し
た
。
当
地
は
、
近
世
の
地
名
表
記
で
は

「北
瓦
町
」
と
呼
称
さ
れ
る
場
所
に
所
在
す
る
。
『堺
大
絵
図
』
で
は

「北
瓦

町
」
は
四
軒
の
屋
敷
地
で
構
成
さ
れ
、
調
査
地
は
そ
の
北
端
の

「下
田
源
兵

衛
」
の
屋
敷
地
に
該
当
す
る
。
下
田
源
兵
衛
は
名
前
に
瓦
屋
号
を
持
た
な
い
が
、

瓦
屋
株
仲
間
記
録
に
登
場
す
る
近
世
堺
の
七
軒
の
瓦
屋
の
一
軒
で
あ
り
、
出
土

瓦
に
も
同
名
の
刻
印
が
見
ら
れ
る
の
で
、
瓦
生
産
者
で
あ
っ
た
事
実
は
疑
い
な

い
。今

回
の
発
掘
調
査
で
は
、　
三
全
一〇
年
代
か
ら

一
九
世
紀
に
至
る
五
面
の
生

活
面
を
検
出
し
た
。　
一
人
世
紀
中
葉
か
ら
後
半
以
前
の
遺
構
の
大
半
は
、
瓦
の

失
敗
品

。
不
良
品

（表
面
が
剥
落
し
て
狭
れ
た
り
、
熟
変
に
よ
り
歪
ん
だ
り
、
窯
壁

片
が
付
着
し
た
り
す
る
）
や
窯
壁
片
を
、
焼
土

。
炭

。
薪
と
と
も
に
大
量
廃
棄
し

た
大
規
模
土
坑
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
当
地
付
近
で
の
瓦
生
産
の
実
施
を
示
し

て
い
る
。
ま
た
、
検
出
し
た
廃
棄
土
坑
の
数
や
出
土
し
た
瓦
の
種
類
の
豊
富
さ

か
ら
み
て
、　
一
七
世
紀
中
葉
か
ら

一
人
世
紀
初
頭
に
比
定
さ
れ
る
第
四
次
面
の

段
階
が
、
瓦
生
産
の
最
盛
期
と
推
定
さ
れ
る
が
、
本
面
で
の
み
窯
道
具

（焼

台
）
が
熔
着
し
た
ま
ま
の
堺
招
鉢
が
複
数
出
土
し
て
お
り
、
「北
瓦
町
」
の
瓦

生
産
者
が
、　
一
七
世
紀
末
葉
か
ら

一
人
世
紀
初
頭
の
最
古
形
式
の
堺
招
鉢
の
生

産
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
成
果
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。

木
簡
は
、
検
出
し
た
最
下
層
の
遺
構
面

（第
五
次
面
）
の
土
坑
Ｓ
Ｋ
五
〇

一

か
ら
出
土
し
た
。
本
土
坑
は
、
長
径
約
四
ｍ
短
径
約
二

・
八
ｍ
深
さ
約
二

。

四
ｍ
を
測
る
大
規
模
な
楕
円
形
土
坑
で
、
そ
の
埋
土
は
焼
土

・
炭
を
中
心
と
し
、

窯
壁
片
や
燃
料
に
し
た
薪
片
も
多
量
に
含
ま
れ
て
お
り
、
先
述
し
た
瓦
生
産
に

伴
う
廃
棄
土
坑
と
考
え
ら
れ
る
。
遺
物
は
、
大
量
の
瓦

（軒
丸
瓦
・
井
戸
瓦
。
九

瓦

・
平
瓦
）
の
他
、
土
師
質
土
器

。
瓦
質
土
器

。
青
花

。
唐
津

。
木
製
品

（曲

物

・
箸
）
。
漆
塗
製
品

（椀
・
盤
・
下
駄
）
。
銭
貨

一
死
豊
通
宝
）
が
出
土
し
た
が
、

そ
の
年
代
観
は
、
肥
前
磁
器
染
付
や
寛
永
通
宝
が
皆
無
で
、
出
土
し
た
唐
津

碗

。
皿
は
全
て
砂
目
積
み
で
、
寛
永
以
降
に
出
現
す
る
典
型
的
な
溝
縁
皿
が
認

め
ら
れ
な
い
こ
と
よ
り
、
ほ
ぼ

一
六
二
〇
年
代
頃
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　
Ｓ
Ｋ
Ｔ
七
四
二
地
点

い
　
ｏ
「
ｒＶ
�
ノエ
ン

げ
覇
昂

麟
為
酬

４
　
　
」
（表
面
）

。
「
曲Ｃ叫為

　
　
」
（左
側
面
）

。
「
ｆｖ
エ
ツミ
ン

げ
旱
叩旨印

叫
為
酬

為
　
　
」
（一暴
面
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∞銀）×
釦∞
泌
Φ
寓
μ



②
　
。
「
＜
ほ
ぞ
ノ

お
う
上
」

。
「
＜
お
う
上

圭
口を
示
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞卜
×
解
×
釦　
ｏ駕

①
は
付
札
木
簡
、
②
は
習
書
木
簡
の
可
能
性
が
高
い
。
と
も
に
人
名
及
び
屋

号
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
先
述
の

『堺
大
絵
図
』
に
は
各
家
屋
の
住
人
に
至

る
ま
で
細
か
く
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
該
当
す
る
人
物

・
屋
号
の
記
述
は
な
く
、

残
念
な
が
ら
木
簡
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
な
お
、
こ
の
他
に
も
、
〇

一
一
型
式
の
木
簡

一
点
が
出
土
し
て
い
る

が
、
同
じ
面
に
何
度
も
文
字
を
重
ね
書
き
し
た
習
書
木
簡
で
あ
り
、
判
読
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

一
一　
Ｓ
Ｋ
Ｔ
七
五
五
地
点

〔弐
力
〕

⑪

　

「
六

ツ
ロ
十
介
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

益
巽
∞
Φ壱

上
端
が
平
坦
で
あ
る
材
の
片
面
に
墨
書
す
る
が
、
下
端
は
欠
損
し
て
い
る
。

墨
書
の
遺
存
状
態
は
比
較
的
良
好
で
あ
る
が
、
文
意
は
通
じ
ず
、
そ
の
内
容
も

判
然
と
し
な
い
。
な
お
、
同
じ
遺
構
か
ら
片
面
に

「〇
」
の
焼
印
を
押
し
た
不

明
木
製
品
が

一
点
出
上
し
て
い
る
。

木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
、
堺
市
博
物
館
の
矢
内

一
磨
氏
、
堺
市
立
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
の
岩
宮
未
地
子
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

一　
永
井
正
浩

「堺
環
濠
都
市
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
報
告
Ｉ
Ｓ
Ｋ
Ｔ
七
四
二

地
点

・
九
間
町
東
三
丁
―
」
（堺
市
教
育
委
員
会

『堺
市
文
化
財
調
査
概
要
報
告
』

八
五
　
一
一〇
〇
〇
年
）

一
一　
嶋
谷
和
彦

「堺
環
濠
都
市
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
報
告
Ｉ
Ｓ
Ｋ
Ｔ
七
五
五

地
点

・
錦
之
町
東
二
丁
―
」
（同

『堺
市
文
化
財
調
査
概
要
報
告
』
八
六
　
一
一〇
〇

〇
年
）

（
一　
永
井
正
浩
、
二
　
嶋
谷
和
彦
）

― (2)




